
 

午前の部 

 

 

 
令和４ 年度 

 

埼玉県登録販売者試験問題 

 

 
指示がある ま で開いてはいけま せん。  

 

 

 

注 意 事 項 

 

１  答案用紙の「 氏名」 を必ず記入し てく ださ い。  

 

２  試験時間は、 午前１ ０ 時から 午前１ ２ 時ま での２ 時間です。  

 

３  解答は、 必ず答案用紙（ マーク シート ） に記入し てく ださ い。  

 

４  各問題には、 １ ， ２ ， ３ ， ４ ， ５ の五つの答えがあり ま すから 、 一つを選び解答し てく

ださ い。  

 

５  記入は、 すべて HB の鉛筆又はシャ ープペンシルを使用し てく ださ い。  

  （ ボールペンやフリ ク ショ ンペンで記入する と 、 採点さ れま せん。 ）  

 

６  正解は、 一つですから 、 二つ以上ぬり つぶし たも のはその解答を無効と し ま す。  

 

７  解答を修正する 場合は、 「 消し ゴム」 であと が残ら ないよ う に消し てく ださ い。  

 
 

８  答案用紙を汚し たり 、 折り 曲げたり し ないでく ださ い。  

 

９  試験時間中に発言し てはいけま せん。 ま た、 用事がある と き は手を挙げてく ださ い。  
 
10 「 医薬品、 医療機器等の品質、 有効性及び安全性の確保等に関する 法律」 について、  

 問題文中では「 医薬品医療機器等法」 と 表記し ま す。  
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医薬品に共通する 特性と 基本的な知識 

問１  

医薬品の本質に関する 次の記述のう ち、 正し いも のの組合せはど れか。  

 

ａ  一般用医薬品は、 効能効果、 用法用量、 副作用等の情報を 購入者等に適切に伝達する

ため、 添付文書や製品表示に必要な情報が記載さ れている 。  

ｂ  医薬品は、 人の疾病の診断、 治療若し く は予防に使用さ れる こ と 、 又は人の身体の構

造や機能に影響を 及ぼすこ と を 目的と する 生命関連製品である 。  

ｃ  一般用医薬品は、 一般の生活者が自ら 選択し 、 使用する も のであり 、 添付文書を 見れ

ば、 効能効果や副作用等について誤解や認識不足を生じ る こ と はない。  

ｄ  検査薬の検査結果については、 正し い解釈や判断がなさ れなく ても 、 適切な治療を受

ける 機会を失う おそれはない。  

 

１ （ ａ 、 ｂ ）  ２ （ ａ 、 ｃ ）  ３ （ ａ 、 ｄ ）  ４ （ ｂ 、 ｃ ）  ５ （ ｃ 、 ｄ ）  

 

 

 

 

 

問２  

医薬品の本質に関する 次の記述の正誤について、 正し い組合せはど れか。  

 

ａ  一般用医薬品と し て販売さ れる 製品は、 製造物責任法の対象ではない。  

ｂ  一般用医薬品は、 医療用医薬品と 比較し て保健衛生上のリ ス ク は相対的に高い。  

ｃ  一般用医薬品には、 添付文書や製品表示に必要な情報が記載さ れている ので、 販売時

に専門家が専門用語を分かり やすい表現で伝える など の情報提供を行う 必要はない。  

ｄ  医薬品が人体に及ぼす作用は複雑、 かつ、 多岐に渡り 、 必ずし も 期待さ れる 有益な効 

果（ 薬効） のみを も たら すと は限ら ない。  

 

   ａ   ｂ   ｃ   ｄ  

１  誤 正 正 誤 

２  誤 正 誤 正 

３  誤 誤 誤 正 

４  正 誤 誤 誤 

５  正 誤 正 誤 
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問３  

医薬品のリ ス ク 評価に関する 次の記述の正誤について、 正し い組合せはど れか。  

 

ａ  ヒ ト を対象と し た臨床試験の実施の基準には、 国際的に Good Cl in ical  Practice（ Ｇ Ｃ

Ｐ ） が制定さ れている 。  

ｂ  Ｌ Ｄ ５ ０ と は、 動物実験によ り 求めら れる ５ ０ ％中毒量のこ と であり 、 薬物の毒性の指

標と し て用いら れる 。  

ｃ  Good Vigi lance Practice（ Ｇ Ｖ Ｐ ） と は、 医薬品に対する 製造販売後の調査及び試験

の実施の基準である 。  

ｄ  医薬品の効果と リ ス ク は、 用量と 作用強度の関係（ 用量‐ 反応関係） に基づいて評価

さ れる 。  

 

  ａ  ｂ  ｃ  ｄ  

１  正 正 正 正 

２  誤 正 正 正 

３  正 誤 誤 正 

４  誤 誤 正 誤 

５  誤 正 誤 誤 
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問４  

健康食品に関する 次の記述の正誤について、 正し い組合せはど れか。   

 

ａ  健康食品は、 法的にも 、 安全性や効果を担保する 科学的データ の面でも 医薬品と は異

なる こ と を十分理解し ておく 必要がある 。  

ｂ  健康食品は、 その多く が摂取し やすいよ う に錠剤やカプセル等の医薬品に類似し た形

状で販売さ れ、 誤っ た使用方法や個々の体質によ り 健康被害を生じ た例も 報告さ れてい

る 。    

ｃ  栄養機能食品は、特定の保健機能を 示す有効性や安全性など に関する 国の審査を 受け、

許可さ れたも のである 。  

ｄ  一般用医薬品の販売時にも 健康食品の摂取の有無について確認する こ と は重要で、 購

入者等の健康に関する 意識を 尊重し つつも 、 必要があればそれら の摂取についての指導

も 行う べき である 。  

 

  ａ  ｂ  ｃ  ｄ  

１  正 正 誤 正 

２  正 正 誤 誤 

３  正 誤 正 正 

４  誤 誤 誤 正 

５  誤 誤 正 誤 
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問５  

アレ ルギー（ 過敏反応） に関する 次の記述の正誤について、 正し い組合せはど れか。  

 

ａ  アレ ルゲン（ アレ ルギーを 引き 起こ す原因物質） と なり 得る 医薬品の添加物と し ては

黄色４ 号（ タ ート ラ ジン）、 カゼイ ン、 亜硫酸塩（ 亜硫酸ナト リ ウ ム等） 等が知ら れてい

る 。  

ｂ  外用薬では、 アレ ルギーは引き 起こ さ れない。  

ｃ  医薬品の中には、 鶏卵や牛乳等を原材料と し て作ら れている も のがある ため、 それら

に対する アレ ルギーがある 人では使用を 避けなければなら ない場合も ある 。  

ｄ  アレ ルギーには、 体質的・ 遺伝的な要素はない。  

 

  ａ  ｂ  ｃ  ｄ  

１  正 誤 正 誤 

２  正 正 誤 誤 

３  誤 誤 正 誤 

４  誤 正 正 正 

５  誤 正 誤 正 
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問６  

医薬品の副作用に関する 次の記述のう ち、 正し いも のの組合せはど れか。  

 

ａ  世界保健機関（ ＷＨＯ ） の定義によ れば、 医薬品の副作用と は、「 疾病の予防、 診断、

治療のため、 又は身体の機能を 正常化する ために、 人に通常用いら れる 量で発現する 医

薬品の有害かつ意図し ない反応」 と さ れている 。  

ｂ  眠気や口渇等の比較的よ く 見ら れる 症状は、 副作用と いわない。  

ｃ  副作用は、 血液や内臓機能への影響等のよ う に、 明確な自覚症状と し て現れないこ と

も ある 。  

ｄ  複数の疾病を 有する 人の場合、 ある 疾病に対し て使用さ れた医薬品の作用によ り 、 別

の疾病の症状が悪化する こ と はない。  

 

１ （ ａ 、 ｂ ）  ２ （ ａ 、 ｃ ）  ３ （ ａ 、 ｄ ）  ４ （ ｂ 、 ｃ ）  ５ （ ｂ 、 ｄ ）  

 

 

 

 

 

 

問７  

医薬品の適正使用に関する 次の記述の正誤について、 正し い組合せはど れか。  

 

ａ  選択さ れた一般用医薬品が適切ではなく 、 症状が改善し ないま ま 使用し 続けている 場

合には、 副作用を 招く 危険性が増すこ と がある 。  

ｂ  医薬品を 本来の目的以外の意図で、定めら れた用量を 意図的に超えて服用し ても よ い。 

ｃ  青少年は、 薬物乱用の危険性に関する 認識や理解が十分であり 、 薬物を興味本位で乱

用する こ と はない。  

 

   ａ   ｂ   ｃ  

１  正 正 誤 

２  正 誤 正 

３  誤 正 誤 

４  誤 誤 誤 

５  正 誤 誤 
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問８  

医薬品の代謝及び医薬品と 食品と の相互作用に関する 次の記述の正誤について、 正し い

組合せはど れか。  

 

ａ  注射薬の作用や代謝は、 食品によ って影響を 受ける こ と はない。  

ｂ  酒類（ アルコ ール） をよ く 摂取する 者では、 肝臓の代謝機能が高ま っ ている こ と が多

く 、 アセト アミ ノ フ ェ ンは通常よ り も 体内から 速く 消失する こ と がある 。  

ｃ  ビ タ ミ ン Ａ 等のよ う に、 食品中に医薬品の成分と 同じ 物質が存在する ために、 それら

を 含む医薬品と 食品を一緒に服用する と 過剰摂取と なる も のがある 。  

ｄ  生薬成分が配合さ れた医薬品と 生薬成分が含ま れた食品（ ハーブ等） を合わせて摂取

する と 、 その医薬品の効き 目や副作用を 増強さ せる こ と がある 。  

 

  ａ  ｂ  ｃ  ｄ  

１  正 正 正 誤 

２  正 正 誤 正 

３  正 誤 正 正 

４  誤 正 正 正 

５  正 正 正 正 

 

 

 

問９  

小児と 医薬品に関する 次の記述のう ち、 正し いも のの組合せはど れか。  

 

ａ  「 医療用医薬品の添付文書等の記載要領の留意事項」（ 平成２ ９ 年６ 月８ 日付け薬生安

発０ ６ ０ ８ 第１ 号厚生労働省医薬・ 生活衛生局安全対策課長通知別添） において、 小児

と いう 場合は、 おおよ その目安と し て７ 歳以上、 １ ５ 歳未満の年齢区分が用いら れてい

る 。  

ｂ  成人用の医薬品の量を 減ら し て小児へ与えれば、 副作用等が発生する 危険性はない。  

ｃ  小児は、 大人と 比べて身体の大き さ に対し て腸が短く 、 服用し た医薬品の吸収率が相

対的に低い。  

ｄ  小児は、 血液脳関門が未発達である ため、 吸収さ れて循環血液中に移行し た医薬品の

成分が脳に達し やすい。  

 

１ （ ａ 、 ｂ ）  ２ （ ａ 、 ｃ ）  ３ （ ａ 、 ｄ ）  ４ （ ｂ 、 ｃ ）  ５ （ ｃ 、 ｄ ）  
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問１ ０  

乳幼児と 医薬品に関する 次の記述の正誤について、 正し い組合せはど れか。  

 

ａ  医薬品が喉につかえる と 、 咳
せ

き 込んで吐き 出し 苦し むこ と になり 、 その体験から 乳幼

児に医薬品の服用に対する 拒否意識を生じ さ せる こ と がある 。  

ｂ  一般に乳幼児は、 容態が変化し た場合に、 自分の体調を 適切に伝える こ と が難し い。  

ｃ  「 医療用医薬品の添付文書等の記載要領の留意事項」（ 平成２ ９ 年６ 月８ 日付け薬生安

発０ ６ ０ ８ 第１ 号厚生労働省医薬・ 生活衛生局安全対策課長通知別添） において、 おお

よ その目安と し て生後４ 週以上、 ２ 歳未満を「 乳児」 と し ている 。  

ｄ  乳幼児が誤っ て薬を 大量に飲み込んだ誤飲事故の場合には、 一般用医薬品であっ ても

応急処置等について関係機関の専門家に相談し 、 又は様子がおかし いよ う であれば医療

機関に連れて行く など の対応を する 必要がある 。  

 

   ａ   ｂ   ｃ   ｄ  

１  正 正 正 正 

２  誤 正 誤 誤 

３  誤 誤 正 正 

４  正 誤 正 誤 

５  正 正 誤 正 
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問１ １  

高齢者と 医薬品に関する 次の記述の正誤について、 正し い組合せはど れか。  

 

ａ  「 医療用医薬品の添付文書等の記載要領の留意事項」（ 平成２ ９ 年６ 月８ 日付け薬生安

発０ ６ ０ ８ 第１ 号厚生労働省医薬・ 生活衛生局安全対策課長通知別添） において、 おお

よ その目安と し て７ ０ 歳以上を 「 高齢者」 と し ている 。  

ｂ  高齢者は、 若年時と 比べて医薬品の副作用を生じ る リ ス ク が高く なる が、 基礎体力や

生理機能の衰えの度合いは個人差が大き く 、 年齢のみから 一概にど の程度リ ス ク が増大

し ている かを 判断する こ と は難し い。  

ｃ  一般用医薬品の販売等に際し ては、 実際にその医薬品を使用する 高齢者の個々の状況

に即し て、 適切に情報提供や相談対応がなさ れる こ と が重要である 。  

 

  ａ  ｂ  ｃ  

１  正 正 正 

２  正 正 誤 

３  誤 誤 正 

４  誤 正 正 

５  誤 誤 誤 
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問１ ２  

医療機関で治療を 受けている 人等が一般用医薬品を使用する 場合に、 医薬品の販売等に

従事する 専門家と し て留意すべき こ と に関する 次の記述のう ち、誤っ ている も のはど れか。 

 

１  生活習慣病等の慢性疾患を 持つ人において、 疾患の種類や程度によ っ ては、 一般用医

薬品を 使用する こ と でその症状が悪化し たり 、 治療が妨げら れる こ と も ある 。  

２  過去に医療機関で治療を 受けていた（ 今は治療を 受けていない） と いう 場合には、 ど

のよ う な疾患について、 いつ頃かかっ ていたのか（ いつ頃治癒し たのか） を 踏ま え、 購

入者等が一般用医薬品の使用の可否を 適切に判断する こ と ができ る よ う 情報提供がな

さ れる こ と が重要である 。  

３  医療機関・ 薬局で交付さ れた薬剤を 使用し ている 人については、 登録販売者において

一般用医薬品と の併用の可否を 判断する こ と は困難なこ と が多く 、 その薬剤を 処方し た

医師若し く は歯科医師又は調剤を行った薬剤師に相談する よ う 説明する 必要がある 。  

４  医療機関での治療を 特に受けていない場合であれば、 一般用医薬品の使用について注

意する 必要はない。  

５  一般用医薬品の購入者等に対し て、 医療機関で治療を 受ける 際には、 使用し ている 一

般用医薬品の情報を 医療機関の医師や薬局の薬剤師等に伝える よ う 説明する こ と も 重

要である 。  
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問１ ３  

プラ セボ効果（ 偽薬効果） に関する 次の記述の正誤について、 正し い組合せはど れか。  

 

ａ  医薬品を 使用し たと き にも たら さ れる 反応や変化には、 薬理作用によ る も ののほか、

プラ セボ効果によ る も のも 含ま れる 。  

ｂ  プラ セボ効果は、医薬品を 使用し たこ と 自体によ る 楽観的な結果への期待（ 暗示効果）

や、 条件付けによ る 生体反応、 時間経過によ る 自然発生的な変化（ 自然緩解など ） 等が

関与し て生じ る と 考えら れている 。  

ｃ  医薬品は、 薬理作用のほか、 プラ セボ効果を 目的と し て使用さ れる べき である 。  

ｄ  プラ セボ効果によ っ ても たら さ れる 反応や変化には、不都合なも の（ 副作用） はない。  

 

  ａ  ｂ  ｃ  ｄ  

１  正 誤 正 誤 

２  正 正 誤 誤 

３  誤 誤 正 誤 

４  誤 正 正 正 

５  正 正 誤 正 

 

 

 

 

 

問１ ４  

 医薬品の品質に関する 次の記述のう ち、 正し いも のの組合せはど れか。  

 

ａ  医薬品に配合さ れている 成分には、 高温や多湿によ っ て品質の劣化（ 変質・ 変敗） を

起こ し やすいも のが多いが、 光（ 紫外線） によ る 劣化を起こ すも のはない。  

ｂ  外箱等に表示さ れている 「 使用期限」 は、 開封の有無にかかわら ず製品の品質が保持

さ れる 期限である 。  

ｃ  品質が承認等さ れた基準に適合し ない医薬品や、 その全部又は一部が変質・ 変敗し た

物質から 成っ ている 医薬品は、 販売が禁止さ れている 。  

ｄ  医薬品は、 適切な保管・ 陳列がなさ れなければ、 効き 目が低下し たり 、 人体に好ま し

く ない作用を も たら す物質を 生じ る こ と がある 。  

 

１ （ ａ 、 ｂ ）  ２ （ ａ 、 ｃ ）  ３ （ ａ 、 ｄ ）  ４ （ ｂ 、 ｃ ）  ５ （ ｃ 、 ｄ ）  
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問１ ５  

一般用医薬品承認審査合理化等検討会中間報告書「 セルフ メ ディ ケーショ ンにおける 一

般用医薬品のあり 方について」（ 平成１ ４ 年１ １ 月） において、 一般用医薬品の役割と さ れ

ている 次の事項の正誤について、 正し い組合せはど れか。  

 

ａ  重度な疾病に伴う 症状の改善 

ｂ  生活習慣病等の疾病に伴う 症状発現の予防（ 科学的・ 合理的に効果が期待でき る も の

に限る 。）  

ｃ  健康の維持・ 増進 

ｄ  生活の質（ Ｑ Ｏ Ｌ ） の改善・ 向上 

 

  ａ  ｂ  ｃ  ｄ  

１  正 誤 正 誤 

２  正 正 誤 正 

３  誤 誤 正 正 

４  誤 正 正 正 

５  誤 正 誤 正 
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問１ ６  

一般用医薬品の選択及びセルフ メ ディ ケーショ ンに関する 次の記述の正誤について、 正

し い組合せはど れか。  

 

ａ  一般用医薬品にも 、 使用すればド ーピ ングに該当する 成分を含んだも のがある ため、

ス ポーツ 競技者から 相談があっ た場合は、 専門知識を 有する 薬剤師など への確認が必要

である 。  

ｂ  一般用医薬品の販売等に従事する 専門家においては、 購入者等に対し て常に科学的な

根拠に基づいた正確な情報提供を行い、 セルフ メ ディ ケーショ ンを適切に支援し ていく

こ と が期待さ れている 。  

ｃ  一般用医薬品で対処可能な範囲は、 医薬品を使用する 人によ っ て変わってく る も ので 

ある ため、 乳幼児や妊婦等では、 通常の成人の場合に比べ、 対処可能な範囲が限ら れて

く る 。  

 

  ａ  ｂ  ｃ  

１  正 正 正 

２  正 正 誤 

３  誤 誤 正 

４  誤 正 正 

５  誤 正 誤 
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問１ ７  

一般用医薬品の販売時のコ ミ ュ ニケーショ ンにおいて、 医薬品の販売等に従事する 専門

家と し て留意すべき 事項に関する 次の記述のう ち、 正し いも のの組合せはど れか。  

 

ａ  購入者側に情報提供を受けよ う と する 意識が乏し く 、 コ ミ ュ ニケーショ ンが成立し が

たい場合であっても 、 購入者側から 医薬品の使用状況に係る 情報をでき る 限り 引き 出し 、

可能な情報提供を 行っ ていく ためのコ ミ ュ ニケーショ ン 技術を 身につける べき である 。 

ｂ  購入者等が医薬品を 使用する 状況は随時変化する 可能性がある ため、 販売数量は一時

期に使用する 必要量と する 等、 販売時のコ ミ ュ ニケーショ ンの機会が継続的に確保さ れ

る よ う 配慮する こ と が重要である 。  

ｃ  購入者等があら かじ め購入する 医薬品を 決めている 場合は、 購入者等の個々の状況把

握に努める 必要はない。  

ｄ  購入者等の状況を 把握する ため購入者等に尋ねる 場合は、 一般用医薬品の使用状況の

みを簡潔に確認する よ う 努める 必要がある 。  

 

１ （ ａ 、 ｂ ）  ２ （ ａ 、 ｃ ）  ３ （ ａ 、 ｄ ）  ４ （ ｂ 、 ｃ ）  ５ （ ｃ 、 ｄ ）  
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問１ ８  

サリ ド マイ ド 及びサリ ド マイ ド 訴訟に関する 次の記述のう ち、 正し いも のの組合せはど

れか。  

 

ａ  サリ ド マイ ド 訴訟は、 サリ ド マイ ド 製剤を 妊娠し ている 女性が使用し たこ と によ り 、

出生児に四肢欠損、 耳の障害等の先天異常（ サリ ド マイ ド 胎芽症） が発生し たこ と に対

する 損害賠償訴訟である 。  

ｂ  日本では、 サリ ド マイ ド 製剤の催奇形性について海外から 警告が発せら れた後、 直ち

に出荷停止、 販売停止及び回収措置がと ら れた。  

ｃ  催眠鎮静成分である サリ ド マイ ド には、 血管新生を 妨げる 作用も ある 。  

ｄ  サリ ド マイ ド 製剤は、 一般用医薬品と し て販売さ れていたこ と はない。  

 

１ （ ａ 、 ｂ ）  ２ （ ａ 、 ｃ ）  ３ （ ｂ 、 ｃ ）  ４ （ ｂ 、 ｄ ）  ５ （ ｃ 、 ｄ ）  

 

 

 

 

問１ ９  

ス モン訴訟に関する 次の記述の正誤について、 正し い組合せはど れか。  

 

ａ  ス モン訴訟は、 整腸剤と し て販売さ れていたキノ ホルム製剤を 使用し たこ と によ り 、

亜急性脊髄視神経症に罹
り

患し たこ と に対する 損害賠償訴訟である 。  

ｂ  ス モン患者に対する 施策や救済制度と し て、 治療研究施設の整備、 治療法の開発調査

研究の推進、 施術費およ び医療費の自己負担分の公費負担、 世帯厚生資金貸付によ る 生

活資金の貸付、 重症患者に対する 介護事業が講じ ら れている 。  

ｃ  ス モン訴訟は、 現在も 全面的な和解は成立し ていない。  

ｄ  ス モン訴訟を 一つの契機と し て、 医薬品の副作用によ る 健康被害の迅速な救済を 図る

ため、 医薬品副作用被害救済制度が創設さ れた。  

 

  ａ  ｂ   ｃ   ｄ  

１  正 正 誤 誤 

２  正 正 誤 正 

３  誤 誤 正 正 

４  誤 正 正 正 

５  正 誤 正 誤 
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問２ ０  

ＨＩ Ｖ （ ヒ ト 免疫不全ウ イ ルス ） 訴訟に関する 次の記述の正誤について、 正し い組合せ

はど れか。  

 

ａ  Ｈ Ｉ Ｖ 訴訟は、 国及び製薬企業を被告と し 、 大阪地裁、 東京地裁で提訴さ れ、 両地裁

で和解が成立し た。  

ｂ  Ｈ Ｉ Ｖ 訴訟の和解を 踏ま え、 国は、 薬害の再発を 防止する ための様々な取り 組みを推 

進し たが、 その後、 サリ ド マイ ド 訴訟、 ス モン訴訟が相次いで起こ っ た。  

ｃ  Ｈ Ｉ Ｖ 感染者に対する 恒久対策のほか、 緊急に必要と さ れる 医薬品を 迅速に供給する

ための「 緊急輸入」 制度の創設等を 内容と する 改正薬事法が成立し 、 施行さ れた。  

 

   ａ  ｂ  ｃ  

１  誤 正 正 

２  正 誤 正 

３  正 正 誤 

４  誤 誤 正 

５  誤 誤 誤 
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人体の働き と 医薬品 

問２ １  

消化器系に関する 次の記述の正誤について、 正し い組合せはど れか。  

 

ａ  消化管は、 口腔
く う

から 肛
こ う

門ま で続く 管で、 平均的な成人で全長約９ ｍある 。  

ｂ  ペプシノ ーゲンは、胃酸によ っ て主に炭水化物を消化する 酵素である ペプシンと なり 、

胃酸と と も に胃液と し て働く 。  

ｃ  唾液は、 殺菌・ 抗菌物質を含んでおり 、 口腔
く う

粘膜の保護・ 洗浄、 殺菌等の作用がある 。  

ｄ  小腸のう ち十二指腸に続く 部分の、 概ね上部４ ０ ％が空腸、 残り 約６ ０ ％が回腸であ

り 、 明確な境目がある 。  

 

  ａ  ｂ  ｃ  ｄ  

１  正 正 誤 誤 

２  正 誤 正 正 

３  誤 誤 誤 正 

４  誤 正 誤 正 

５  正 誤 正 誤 
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問２ ２  

消化器系に関する 次の記述の正誤について、 正し い組合せはど れか。  

 

ａ  胃は上腹部にある 中空の臓器で、 中身が空の状態では扁
へん

平に縮んでいる 。  

ｂ  炭水化物主体の食品は、 脂質分の多い食品に比べ、 胃内での滞留時間が長い。  

ｃ  食道の上端と 下端には括約筋があり 、 胃の内容物が食道や咽頭に逆流し ないよ う に防

いでいる 。  

ｄ  消化には、 消化腺から 分泌さ れる 消化液によ る 化学的消化と 、 咀嚼
そし ゃく

（ 食物を 噛
か

み、 口

腔
く う

内で粉砕する こ と ） や消化管の運動によ る 機械的消化と がある 。  

 

  ａ  ｂ  ｃ  ｄ  

１  誤 正 正 正 

２  正 誤 正 正 

３  正 正 誤 誤 

４  誤 誤 誤 正 

５  正 誤 正 誤 

 

 

問２ ３  

肝臓及び胆汁に関する 次の記述の正誤について、 正し い組合せはど れか。  

 

ａ  小腸で吸収さ れたグリ コ ーゲン は、 血液によ っ て肝臓に運ばれてブド ウ 糖と し て蓄え

ら れる 。  

ｂ  肝臓は、 脂溶性ビ タ ミ ン である ビタ ミ ンＡ 、 Ｄ 等を貯蔵する こ と はでき る が、 水溶性

ビ タ ミ ンである ビ タ ミ ンＢ ６ 、 Ｂ １ ２ 等は貯蔵する こ と ができ ない。  

ｃ  胆汁に含ま れる ビ リ ルビ ン（ 胆汁色素） は、 赤血球中のヘモグロ ビン が分解さ れて生

じ た老廃物である 。  

ｄ  胆汁には、 過剰のコ レ ス テロ ール等を 排出する 役割がある 。  

 

  ａ  ｂ  ｃ  ｄ  

１  正 誤 誤 正 

２  正 誤 正 誤 

３  誤 正 誤 正 

４  正 正 誤 誤 

５  誤 誤 正 正 
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問２ ４  

大腸及び肛
こ う

門に関する 次の記述の正誤について、 正し い組合せはど れか。  

 

ａ  Ｓ 状結腸に溜ま った糞
ふん

便が直腸へ送ら れてく る と 、その刺激に反応し て便意が起こ る 。 

ｂ  腸の内容物は、 大腸の運動によ って腸管内を通過する に従って水分と ナト リ ウ ム 、 カ

リ ウ ム、 リ ン酸等の電解質の吸収が行われ、 固形状の糞
ふん

便と なる 。  

ｃ  大腸の腸内細菌は、 血液凝固や骨へのカルシウ ム定着に必要なビ タ ミ ンＥ を 産生し て

いる 。  

ｄ  肛
こ う

門は、 直腸粘膜が皮膚へと 連なる 体外への開口部であり 、 直腸粘膜と 皮膚の境目に

なる 部分には歯状線と 呼ばれる ギザギザの線がある 。  

 

  ａ  ｂ  ｃ  ｄ  

１  正 誤 正 誤 

２  誤 正 誤 正 

３  正 正 誤 正 

４  正 正 正 誤 

５  誤 誤 正 正 

 

 

問２ ５  

呼吸器系に関する 次の記述の正誤について、 正し い組合せはど れか。  

 

ａ  喉頭の大部分と 気管から 気管支ま での粘膜は線毛上皮で覆われており 、 吸い込ま れた

粉塵
じ ん

、 細菌等の異物は、 気道粘膜から 分泌さ れる 粘液にから め取ら れる 。  

ｂ  咽頭は、 喉頭と 気管の間にある 軟骨に囲ま れた円筒状の器官で、 軟骨の突起し た部分

がいわゆる 「 のど ぼと け」 である 。  

ｃ  肺胞と 毛細血管を取り 囲んで支持し ている 組織を 間質と いう 。  

ｄ  鼻汁にはコ ルチゾンが含ま れ、 気道の防御機構の一つと なっ ている 。  

 

  ａ  ｂ  ｃ  ｄ  

１  正 誤 正 誤 

２  正 正 誤 正 

３  誤 正 正 誤 

４  誤 誤 誤 誤 

５  誤 誤 正 正 
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問２ ６  

血液に関する 次の記述の正誤について、 正し い組合せはど れか。  

 

ａ  血液は、 血 漿
し ょ う

と 血球から なり 、 酸素や栄養分を 全身の組織に供給し 、 二酸化炭素や老

廃物を 肺や腎臓へ運ぶ。  

ｂ  赤血球は、 中央部がく ぼんだ円盤状の細胞で、 血液全体の約７ ０ ％を 占め、 赤い血色

素（ ヘモグロ ビン） を 含む。  

ｃ  アルブミ ンは、 血液の浸透圧を 保持する（ 血 漿
し ょ う

成分が血管から 組織中に漏れ出る のを

防ぐ ） 働き がある ほか、 ホルモンや医薬品の成分等と 複合体を形成し て、 それら が血液

によ っ て運ばれる と き に代謝や排泄
せつ

を受けにく く する 。  

ｄ  血液は、 ホルモンを 運搬する こ と によ っ て体内各所の器官・ 組織相互の連絡を図る 役

割がある 。  

 

  ａ  ｂ  ｃ  ｄ  

１  誤 正 誤 誤 

２  正 誤 誤 誤 

３  正 正 誤 正 

４  正 誤 正 正 

５  誤 正 正 誤 
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問２ ７  

血液に関する 次の記述の正誤について、 正し い組合せはど れか。  

 

ａ  二酸化炭素の多く はヘモグロ ビ ンと 結合し 、 末梢組織から 肺へ運ばれる 。  

ｂ  血管の損傷部位では、 血小板から 放出さ れる 酵素によ って血液を 凝固さ せる 一連の反

応が起こ り 、血 漿
し ょ う

タ ンパク 質の一種である フ ィ ブリ ンが傷口で重合し て、線維状のフ ィ

ブリ ノ ゲンと なる 。  

ｃ  グロ ブリ ンは、 その多く が、 免疫反応において、 体内に侵入し た細菌やウ イ ルス 等の

異物を 特異的に認識する 抗体と し ての役割を 担う 。  

ｄ  単球は、 白血球の約６ ０ ％を占めており 、 強い食作用を持ち、 組織の中ではマク ロ フ

ァ ージ（ 貪食細胞） と 呼ばれている 。  

 

  ａ  ｂ  ｃ  ｄ  

１  正 正 誤 誤 

２  正 正 誤 正 

３  誤 誤 正 誤 

４  誤 誤 誤 正 

５  誤 正 正 誤 
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問２ ８  

循環器系に関する 次の記述のう ち、 正し いも のの組合せはど れか。  

 

ａ  リ ンパ液の流れは主に平滑筋の収縮によ る も のであり 、 流速は血流に比べて緩やかで

ある 。  

ｂ  脾
ひ

臓の主な働き は、 脾
ひ

臓内を流れる 血液から 古く なっ た赤血球を 濾
こ

し 取っ て処理する

こ と である 。  

ｃ  心臓から 拍出さ れた血液を 送る 血管を 動脈、心臓へ戻る 血液を 送る 血管を静脈と いう 。 

ｄ  静脈にかかる 圧力は比較的高いため、 血管壁は動脈よ り も 厚い。  

 

１ （ ａ 、 ｂ ）  ２ （ ａ 、 ｃ ）  ３ （ ａ 、 ｄ ）  ４ （ ｂ 、 ｃ ）  ５ （ ｂ 、 ｄ ）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問２ ９  

目に関する 次の記述のう ち、 誤っている も のはど れか。  

 

１  ビタ ミ ンＡ が不足する と 、 夜間視力の低下（ 夜盲症） を 生じ る 。  

２  遠近の焦点調節は、 主に硝子体の厚みを変化さ せる こ と によ っ て行われる 。  

３  透明な角膜や水晶体には血管が通っ ておら ず、 房水によ っ て栄養分や酸素が供給さ れ

る 。  

４  網膜には光を 受容する 細胞（ 視細胞） が密集し ており 、 視細胞が受容し た光の情報は

網膜内の神経細胞を 介し て神経線維に伝えら れ、 網膜の神経線維は眼球の後方で束にな

り 、 視神経と なる 。  

５  眼球を上下左右斜めの各方向に向ける ため、 ６ 本の眼筋が眼球側面の強膜につながっ

ている 。  
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問３ ０  

 脳や神経系の働き に関する 次の記述の正誤について、 正し い組合せはど れか。  

 

ａ  脳の血管は、 末梢に比べて物質の透過に関する 選択性が高く 、 タ ンパク 質など の大分

子や小分子でも イ オン化し た物質は血液中から 脳の組織へ移行し にく い。  

ｂ  副交感神経系が活発になる と 、 肝臓でのグリ コ ーゲンの分解が促進さ れる 。  

ｃ  脳における 細胞同士の複雑かつ活発な働き のため、 脳において、 血液の循環量は心拍

出量の約１ ５ ％、 酸素の消費量は全身の約２ ０ ％、 ブド ウ 糖の消費量は全身の約２ ５ ％

と 多い。  

ｄ  脊髄は脊椎の中にあり 、 脳と 末梢の間で刺激を 伝える ほか、 末梢から の刺激の一部に

対し て脳を 介さ ずに刺激を返す場合があり 、 こ れを 脊髄反射と 呼ぶ。  

 

  ａ  ｂ  ｃ  ｄ  

１  正 誤 正 正 

２  誤 正 誤 正 

３  正 誤 誤 正 

４  誤 正 正 誤 

５  正 正 誤 誤 

 

問３ １  

医薬品の有効成分の吸収に関する 次の記述の正誤について、 正し い組合せはど れか。  

 

ａ  一般に、 消化管から の吸収は、 濃度の高い方から 低い方へ受動的に拡散し ていく 現象

である 。  

ｂ  一般に、 坐
ざ

剤の有効成分は、 直腸内壁の粘膜から 吸収さ れ、 循環血液中に入り 、 初め

に肝臓で代謝を受けてから 全身に分布する 。  

ｃ  点眼薬は、 鼻涙管を 通って鼻粘膜から 吸収さ れる こ と がある 。  

ｄ  内服薬の中には、 服用後の作用を持続さ せる ため、 有効成分がゆっく り と 溶出する よ

う に作ら れている も のも ある 。  

 

  ａ  ｂ  ｃ  ｄ  

１  正 正 正 正 

２  誤 正 誤 誤 

３  正 誤 誤 誤 

４  誤 誤 正 誤 

５  正 誤 正 正 
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問３ ２  

次の医薬品成分のう ち、 口腔
く う

粘膜から の吸収によ って効果を 発揮する 医薬品に用いら れ

ている 成分と し て、 正し いも のの組合せはど れか。  

 

ａ  アセト アミ ノ フ ェ ン  

ｂ  ニト ロ グリ セリ ン  

ｃ  アス ピ リ ン  

ｄ  ニコ チン  

 

１ （ ａ 、 ｂ ）  ２ （ ａ 、 ｃ ）  ３ （ ｂ 、 ｃ ）  ４ （ ｂ 、 ｄ ）  ５ （ ｃ 、 ｄ ）  

 

 

 

 

 

 

問３ ３  

医薬品の有効成分の代謝及び排泄
せつ

に関する 次の記述の正誤について、 正し い組合せはど

れか。  

 

ａ  腎機能が低下し た人では、 正常な人に比べて有効成分の尿中への排泄
せつ

が早ま る ため、

医薬品の効き 目が十分に現れず、 副作用も 生じ にく い。  

ｂ  多く の有効成分は血液中で血 漿
し ょ う

タ ン パク 質と 結合し て複合体を 形成し ており 、 血 漿
し ょ う

タ ンパク 質と の結合は、 速やかかつ不可逆的である 。  

ｃ  消化管で吸収さ れる 有効成分を 含む医薬品を経口投与し た場合、 肝機能が低下し た人

では、 正常な人に比べて全身循環に到達する 有効成分の量がよ り 少なく なり 、 効き 目が

現れにく く なる 。  

ｄ  小腸など の消化管粘膜にも 、 代謝活性がある こ と が明ら かにさ れている 。  

 

  ａ  ｂ  ｃ  ｄ  

１  正 誤 誤 誤 

２  誤 正 誤 誤 

３  誤 誤 正 誤 

４  誤 誤 誤 正 

５  誤 誤 誤 誤 
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問３ ４  

医薬品の体内での働き に関する 次の記述の正誤について、 正し い組合せはど れか。  

 

ａ  循環血液中に移行し た有効成分は、 多く の場合、 標的と なる 細胞に存在する 受容体、

酵素、 ト ラ ンス ポータ ーなど のタ ンパク 質と 結合し 、 その機能を 変化さ せる こ と で薬効

や副作用を 現す。  

ｂ  血中濃度はある 時点でピ ーク （ 最高血中濃度） に達し 、 その後は低下し ていく が、 こ

れは吸収・ 分布の速度が代謝・ 排泄
せつ

の速度を 上回る ためである 。  

ｃ  医薬品が効果を 発揮する ためには、 有効成分がその作用の対象である 器官や組織の細

胞外液中ある いは細胞内液中に、 一定以上の濃度で分布する 必要がある 。  

ｄ  全身作用を目的と する 医薬品の多く は、 使用後の一定期間、 その有効成分の血中濃度

が、 最小有効濃度と 毒性が現れる 濃度域の間の範囲に維持さ れる よ う 、 使用量及び使用

間隔が定めら れている 。  

 

  ａ  ｂ  ｃ  ｄ  

１   正 正 正 正 

２  誤 正 正 正 

３  正 誤 正 正 

４  正 正 誤 正 

５  正 正 正 誤 
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問３ ５  

医薬品の剤形に関する 次の記述の正誤について、 正し い組合せはど れか。  

 

ａ  一般的に、 錠剤（ 内服） は、 胃や腸で崩壊し 、 有効成分が溶出する こ と が薬効発現の

前提と なる 。  

ｂ  口腔
く う

内崩壊錠は、 薬効を 期待する 部位が口の中や喉に対する も のである 場合が多く 、

飲み込ま ずに口の中で舐
な

めて、 徐々に溶かし て使用する 。  

ｃ  経口液剤は、 既に有効成分が液中に溶けたり 分散し たり し ている ため、 服用後、 比較

的速やかに消化管から 吸収さ れる と いう 特徴がある 。  

ｄ  チュ アブル錠は、 口の中で舐
な

めたり 噛
か

み砕いたり し て服用する 剤形であり 、 水なし で

も 服用でき る 。  

 

  ａ  ｂ  ｃ  ｄ  

１  正 誤 正 正 

２  誤 誤 正 正 

３  正 誤 誤 誤 

４  誤 正 誤 正 

５  正 正 誤 正 

 

問３ ６  

ショ ッ ク （ アナフ ィ ラ キシー） に関する 次の記述の正誤について、 正し い組合せはど れ

か。  

 

ａ  発症後の進行が非常に速やかな（ 通常、 ２ 時間以内に急変する 。） こ と が特徴である 。 

ｂ  医薬品が原因物質である 場合、 以前にその医薬品によ って蕁
じ ん

麻疹
し ん

等のアレ ルギーを起

こ し たこ と がある 人で起き る 可能性が高い。  

ｃ  生体異物に対する 即時型のアレ ルギー反応の一種である 。  

ｄ  発症する と 病態は急速に悪化する こ と が多く 、 適切な対応が遅れる と チアノ ーゼや呼

吸困難等を 生じ 、 死に至る こ と がある 。  

 

  ａ  ｂ  ｃ  ｄ  

１  正 正 正 正 

２  誤 正 正 正 

３  正 誤 正 正 

４  正 正 誤 正 

５  正 正 正 誤 
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問３ ７  

偽アルド ス テロ ン症に関する 以下の記述について、（     ） の中に入れる べき 字句の

正し い組合せはど れか。  

 

体内に（   ａ   ） と 水が貯留し 、 体から （   ｂ   ） が失われる こ と によ って生じ る

病態である 。（   ｃ   ） から のアルド ス テロ ン分泌が増加し ていないにも かかわら ずこ の

よ う な状態と なる こ と から 、 偽アルド ス テロ ン症と 呼ばれている 。  

主な症状に、 手足の脱力、（   ｄ   ）、 筋肉痛、 こ むら 返り 、 倦
けん

怠感、 手足のし びれ、

頭痛、 むく み（ 浮腫）、 喉の渇き 、 吐き け・ 嘔
おう

吐等があり 、 病態が進行する と 、 筋力低下、

起立不能、 歩行困難、 痙
けい

攣
れん

等を 生じ る 。  

 

   ａ       ｂ           ｃ         ｄ  

１  カリ ウ ム  ナト リ ウ ム 副腎皮質 血圧上昇 

２  ナト リ ウ ム カリ ウ ム   副腎皮質 血圧上昇 

３  カリ ウ ム  ナト リ ウ ム 副腎皮質 血圧低下 

４  ナト リ ウ ム カリ ウ ム   副腎髄質 血圧低下 

５  カリ ウ ム  ナト リ ウ ム 副腎髄質 血圧低下 
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問３ ８  

精神神経系に現れる 医薬品の副作用に関する 次の記述の正誤について、 正し い組合せは

ど れか。  

 

ａ  精神神経症状は、 医薬品の大量服用や長期連用、 乳幼児への適用外の使用等の不適正

な使用がなさ れた場合に限ら ず、 通常の用法・ 用量でも 発生する こ と がある 。  

ｂ  医薬品の副作用が原因の無菌性髄膜炎は、 同じ 医薬品を使用し ても 再発する こ と はな

い。  

ｃ  精神神経障害では、 中枢神経系が影響を 受け、 物事に集中でき ない、 落ち着き がなく

なる 等のほか、 不眠、 不安、 震え（ 振戦）、 興奮、 眠気、 う つ等の精神神経症状を生じ る

こ と がある 。  

ｄ  心臓や血管に作用する 医薬品の使用によ り 、 頭痛やめま い、 浮動感、 不安定感等が生

じ る こ と がある 。  

 

  ａ  ｂ  ｃ  ｄ  

１  正 正 正 正 

２  誤 正 正 正 

３  正 誤 正 正 

４  正 正 誤 正 

５  正 正 正 誤 
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問３ ９  

循環器系及び泌尿器系に現れる 医薬品の副作用に関する 次の記述のう ち、 正し いも のの

組合せはど れか。  

 

ａ  心不全の既往がある 人は、 薬剤によ る 心不全を起こ し やすい。  

ｂ  不整脈の発症リ ス ク は、 代謝機能の低下によ っ て高ま る こ と がある ので、 腎機能や肝

機能の低下、 併用薬と の相互作用等に留意する べき である 。  

ｃ  排尿困難や尿閉の症状が現れる のは、 前立腺肥大の基礎疾患のある 男性に限ら れる 。  

ｄ  排尿困難や尿閉の症状は、 多く の場合、 原因と なる 医薬品の使用を中止する だけでは

改善し にく い。  

 

１ （ ａ 、 ｂ ）  ２ （ ａ 、 ｃ ）  ３ （ ａ 、 ｄ ）  ４ （ ｂ 、 ｃ ）  ５ （ ｂ 、 ｄ ）   

 

 

 

問４ ０  

皮膚に現れる 医薬品の副作用に関する 次の記述の正誤について、 正し い組合せはど れか。 

 

ａ  接触皮膚炎は、 原因と 考えら れる 医薬品の使用を 中止すれば症状は治ま り 、 再びその

医薬品に触れても 再発する こ と はない。  

ｂ  外用薬によ る 光線過敏症が現れた場合は、原因と 考えら れる 医薬品の使用を 中止し て、

皮膚に医薬品が残ら ないよ う 十分に患部を 洗浄し 、 遮光し て速やかに医師の診療を 受け

る 必要がある 。  

ｃ  薬疹
し ん

は、 あら ゆる 医薬品で起き る 可能性があり 、 特に、 発熱を 伴って眼や口腔
く う

粘膜に

異常が現れた場合は、 急速に皮膚粘膜眼症候群や、 中毒性表皮壊死融解症等の重篤な病

態へ進行する こ と がある 。  

ｄ  薬疹
し ん

は、 それま で薬疹
し ん

を 経験し たこ と がない人であっ ても 、 暴飲暴食や肉体疲労が誘

因と なって現れる こ と がある 。  

 

  ａ  ｂ  ｃ  ｄ  

１  正 正 正 正 

２  正 誤 誤 誤 

３  正 誤 正 誤 

４  誤 誤 誤 正 

５  誤 正 正 正 
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薬事に関する 法規と 制度 

問４ １  

次の記述は、 医薬品医療機器等法第１ 条の５ 第１ 項の条文の抜粋である 。 （    ） の

中に入れる べき 字句の正し い組合せはど れか。 なお、 ２ 箇所の（  ｂ  ） 内にはど ちら も

同じ 字句が入る 。  

 

 医師、 歯科医師、 薬剤師、 （  ａ  ） その他の医薬関係者は、 医薬品等の有効性及び安

全性その他こ れら の（  ｂ  ） に関する 知識と 理解を 深める と と も に、 こ れら の使用の対

象者（ 略） 及びこ れら を 購入し 、 又は譲り 受けよ う と する 者に対し 、 こ れら の（  ｂ  ）

に関する 事項に関する （  ｃ  ） な情報の提供に努めなければなら ない。  

 

ａ      ｂ         ｃ  

１  獣医師   適正な使用    正確かつ適切 

２  登録販売者 適正な使用    わかり やすく 詳細 

３  登録販売者 具体的な使用方法 正確かつ適切 

４  登録販売者 具体的な使用方法 わかり やすく 詳細 

５  獣医師   具体的な使用方法 わかり やすく 詳細 
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問４ ２  

医薬品に関する 次の記述の正誤について、 正し い組合せはど れか。  

 

ａ  動物の疾病の治療に使用さ れる こ と が目的と さ れている 医薬品は、 医薬品医療機器等

法の規制対象外である 。  

ｂ  医薬品には、 検査薬や殺虫剤、 器具用消毒薬のよ う に、 人の身体に直接使用さ れない

も のも ある 。  

ｃ  薬局及び医薬品の販売業においては、 不正表示医薬品を販売の目的で陳列し てはなら

ない。  

ｄ  「 やせ薬」 を 標榜
ぼう

し た「 無承認無許可医薬品」 は、 医薬品医療機器等法第２ 条第１ 項

で定義する 医薬品に含ま れる 。  

  

  ａ  ｂ  ｃ  ｄ  

１  正 誤 誤 正 

２  誤 正 正 誤 

３  正 誤 正 正 

４  誤 正 正 正 

５  正 正 誤 誤 

 

 

 

 

 

 
 

問４ ３  

生物由来製品に関する 次の記述のう ち、 正し いも のの組合せはど れか。  

 

ａ  人に由来する も のを 原料又は材料と し て製造さ れる も のはない。  

ｂ  医薬品、 医薬部外品、 化粧品又は医療機器が指定の対象と なる 。  

ｃ  保健衛生上特別の注意を 要する も のと し て、 厚生労働大臣が薬事・ 食品衛生審議会の

意見を 聴いて指定する 。  

ｄ  製品の使用によ る アレ ルギーの発生リ ス ク に着目し て指定さ れている 。  

 

１ （ ａ 、 ｂ ）  ２ （ ａ 、 ｃ ）  ３ （ ａ 、 ｄ ）  ４ （ ｂ 、 ｃ ）  ５ （ ｂ 、 ｄ ）  
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問４ ４  

毒薬及び劇薬に関する 次の記述のう ち、 正し いも のの組合せはど れか。  

 

ａ  一般用医薬品には、 毒薬に該当する も のはないが、 劇薬に該当する も のはある 。  

ｂ  毒薬又は劇薬は、 １ ４ 歳以上の者であっても 交付が禁止さ れる 場合がある 。  

ｃ  劇薬を一般の生活者に対し て販売する 際、 譲受人から 交付を受ける 文書には、 当該医

薬品の使用期間の記載が必要である 。  

ｄ  店舗管理者が薬剤師以外である 場合、 店舗販売業者は、 劇薬を 開封し て販売し てはな

ら ない。  

 

１ （ ａ 、 ｂ ）  ２ （ ａ 、 ｃ ）  ３ （ ａ 、 ｄ ）  ４ （ ｂ 、 ｃ ）  ５ （ ｂ 、 ｄ ）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問４ ５  

次のう ち、 一般用医薬品及び要指導医薬品の法定表示事項と し て、 正し いも のの組合せ

はど れか。  

 

ａ  日本薬局方に収載さ れている 医薬品については、 「 日本薬局方」 の文字等 

ｂ  配置販売品目にあっ ては、 「 配置」 の文字 

ｃ  配置販売品目以外の一般用医薬品にあっては、 「 店舗限定」 の文字 

ｄ  指定第二類医薬品にあっては、 枠の中に「 ２ 」 の数字 

 

１ （ ａ 、 ｂ ）  ２ （ ａ 、 ｃ ）  ３ （ ａ 、 ｄ ）  ４ （ ｂ 、 ｃ ）  ５ （ ｂ 、 ｄ ）  
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問４ ６  

医薬部外品に関する 次の記述の正誤について、 正し い組合せはど れか。  

 

ａ  医薬部外品には、 衛生害虫類（ ねずみ、 はえ、 蚊、 のみその他こ れら に類する 生物）

の防除を目的と する 物がある 。  

ｂ  医薬部外品には、 あせも 、 ただれ等の防止を 目的と する 物がある 。  

ｃ  医薬部外品を 業と し て製造販売する 場合には、 医薬品医療機器等法に基づき 、 医薬部

外品の製造販売業の許可を受ける 必要がある 。  

ｄ  医薬部外品の直接の容器又は直接の被包には、 医薬品医療機器等法に基づき 「 医薬部

外品」 の文字の表示が義務付けら れている 。  

 

  ａ  ｂ  ｃ  ｄ  

１  正 正 正 正 

２  正 正 正 誤 

３  正 正 誤 正 

４  正 誤 正 正 

５  誤 正 正 正 

 

 

 

問４ ７  

次のマーク が表示さ れている 食品と し て、正し いも のはど れか。ただし 、マーク 中の「 区

分」 の記載については考慮し なく てよ い。  

 

 

 

 

 

 

 

１  特定保健用食品 

２  特別用途食品（ 特定保健用食品を 除く 。）  

３  栄養機能食品 

４  栄養補助食品 

５  機能性表示食品 
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問４ ８  

薬局に関する 次の記述のう ち、 誤っ ている も のはど れか。  

 

１  医薬品医療機器等法において、 薬局は、「 薬剤師が販売又は授与の目的で調剤の業務並

びに薬剤及び医薬品の適正な使用に必要な情報の提供及び薬学的知見に基づく 指導の業

務を行う 場所（ その開設者が併せ行う 医薬品の販売業に必要な場所を含む。）」 と 定義さ

れている 。  

２  医療用医薬品の他、 要指導医薬品及び一般用医薬品を取り 扱う こ と ができ る 。  

３  医薬品を 取り 扱う 場所であって、 薬局と し て開設の許可を 受けていないも のについて

は、 病院又は診療所の調剤所を除き 、 薬局の名称を 付し てはなら ない。  

４  健康サポート 薬局と は、 患者が継続し て利用する ために必要な機能及び個人の主体的

な健康の保持増進への取組を 積極的に支援する 機能を 有する 薬局をいう 。  

５  医師若し く は歯科医師又は薬剤師が診療又は調剤に従事する 他の医療提供施設と 連携

し 、 薬剤の適正な使用の確保のために専門的な薬学的知見に基づく 指導を 実施する ため

に必要な機能を 有する 薬局は、 傷病の区分ご と に、 その所在地の都道府県知事の認定を

受けて地域連携薬局と 称する こ と ができ る 。  
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問４ ９  

店舗販売業に関する 次の記述の正誤について、 正し い組合せはど れか。  

 

ａ  薬剤師が従事し ていても 調剤を 行う こ と はでき ない。  

ｂ  店舗販売業の許可は、 ５ 年ごと に、 その更新を 受けなければ、 その期間の経過によ っ

て、 その効力を失う 。  

ｃ  店舗管理者は、 その店舗の所在地の都道府県知事（ その店舗の所在地が保健所を 設置

する 市又は特別区の区域にある 場合においては、 市長又は区長。） の許可を受けた場合を

除き 、 その店舗以外の場所で業と し て店舗の管理その他薬事に関する 実務に従事する 者

であっ てはなら ない。  

ｄ  店舗販売業者は、 その店舗管理者の意見を 尊重する と と も に、 法令遵守のために措置

を 講ずる 必要がある と き は、 当該措置を講じ 、 かつ、 講じ た措置の内容( 措置を 講じ ない

場合にあっ ては、その旨及びその理由) を 記録し 、こ れを 適切に保存し なければなら ない。 

 

  ａ  ｂ  ｃ  ｄ  

１  正 正 誤 正 

２  正 正 正 誤 

３  正 誤 正 正 

４  誤 誤 正 誤 

５  誤 正 誤 正 
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問５ ０  

 配置販売業に関する 次の記述の正誤について、 正し い組合せはど れか。  

 

ａ  配置販売業者は、 一般用医薬品のう ち経年変化が起こ り にく いこ と 等の基準（ 配置販

売品目基準（ 平成２ １ 年厚生労働省告示第２ ６ 号）） に適合する も の以外の医薬品を 販売

し てはなら ない。  

ｂ  配置販売業者又はその配置員は、 その住所地の都道府県知事が発行する 身分証明書の

交付を 受け、 かつ、 こ れを携帯し なければ、 医薬品の配置販売に従事し てはなら ない。  

ｃ  配置販売業者が店舗によ る 販売又は授与の方法で医薬品を 販売等し よ う と する 場合に

は、 別途、 薬局の開設又は店舗販売業の許可を 受ける 必要がある 。  

ｄ  配置販売業者は、 特定の購入者の求めに応じ て医薬品の包装を 開封し て分割販売する

こ と ができ る 。  

 

  ａ  ｂ  ｃ  ｄ  

１  正 誤 誤 誤 

２  正 正 正 誤 

３  正 正 誤 正 

４  誤 正 正 正 

５  誤 誤 正 正 
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問５ １  

医薬品医療機器等法の規定に基づき 、 薬局開設者が、 その薬局に従事する 薬剤師等に行

わせる 医薬品のリ ス ク 区分に応じ た情報提供等に関する 次の記述の正誤について、 正し い

組合せはど れか。  

 

ａ  要指導医薬品を 販売する 場合は、 その薬局において医薬品の販売又は授与に従事する

薬剤師に、 書面を 用いて、 必要な情報を 提供さ せなければなら ない。  

ｂ  第一類医薬品を 販売する 場合は、 その薬局において医薬品の販売又は授与に従事する

薬剤師又は登録販売者に、 書面を 用いて、 必要な情報を提供さ せなければなら ない。  

ｃ  第一類医薬品を 使用し よ う と する 者が薬剤服用歴その他の情報を一元的かつ経時的に

管理でき る 手帳を 所持し ない場合は、 その所持を勧奨さ せなければなら ない。  

ｄ  第二類医薬品を 販売する 場合は、 その薬局において医薬品の販売又は授与に従事する

薬剤師又は登録販売者に、 書面を 用いて、 必要な情報を提供さ せなければなら ない。  

 

  ａ  ｂ  ｃ  ｄ  

１  誤 正 誤 誤 

２  誤 誤 正 正 

３  正 誤 誤 誤 

４  正 正 誤 正 

５  正 誤 正 正 

 

 

 
 

 
 

問５ ２  

次のう ち、 医薬品医療機器等法施行規則第１ ４ ６ 条第３ 項の規定に基づき 、 店舗販売業

者が第一類医薬品を 販売し たと き に、 書面に記載し なければなら ない事項と し て、 誤って

いる も のはど れか。  

 

１  品名 

２  数量 

３  販売し た日時 

４  医薬品の購入者の職業 

５  医薬品の購入者が情報提供の内容を理解し たこ と の確認の結果 
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問５ ３  

次のう ち、 医薬品医療機器等法第２ ９ 条の４ の規定に基づき 、 店舗販売業者が、 当該店

舗の見やすい場所に掲示し なければなら ない事項と し て、 正し いも のの組合せはど れか。  

 

ａ  要指導医薬品、 第一類医薬品、 第二類医薬品及び第三類医薬品の定義並びにこ れら に

関する 解説 

ｂ  個人情報の適正な取扱いを 確保する ための措置 

ｃ  勤務する 薬剤師の免許番号又は登録販売者の販売従事登録番号 

ｄ  複数の店舗について店舗販売業の許可を 受けている 場合、 許可を 受けている 全ての店

舗の名称及び所在地 

 

１ （ ａ 、 ｂ ）  ２ （ ａ 、 ｃ ）  ３ （ ａ 、 ｄ ）  ４ （ ｂ 、 ｃ ）  ５ （ ｃ 、 ｄ ）  

 

 

 

 

 

 

 

問５ ４  

医薬品医療機器等法に基づく 薬局における 特定販売に関する 次の記述のう ち、 正し いも

のの組合せはど れか。  

 

ａ  特定販売を行う こ と についてイ ンタ ーネッ ト を 利用し て広告する 場合は、 ホーム ペー

ジに特定販売を行う 医薬品の使用期限を 表示し なければなら ない。  

ｂ  特定販売を行う こ と についてイ ンタ ーネッ ト を 利用し て広告する 場合は、 ホーム ペー

ジに現在勤務し ている 薬剤師又は登録販売者の別、 その氏名及び写真を 表示し なければ

なら ない。  

ｃ  特定販売を行う 場合は、 当該薬局以外の場所に貯蔵し 、 又は陳列し ている 医薬品を販

売又は授与する こ と ができ る 。  

ｄ  薬局製造販売医薬品（ 毒薬及び劇薬である も のを除く 。） は、 特定販売の方法によ り 販

売する こ と ができ る 。  

 

１ （ ａ 、 ｂ ）  ２ （ ａ 、 ｃ ）  ３ （ ａ 、 ｄ ）  ４ （ ｂ 、 ｄ ）  ５ （ ｃ 、 ｄ ）  
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問５ ５  

 次のう ち、 濫用等のおそれのある も のと し て厚生労働大臣が指定する 医薬品を 販売する

場合、 医薬品医療機器等法施行規則第１ ５ 条の２ の規定に基づき 、 薬局開設者が薬剤師又

は登録販売者に必ず確認さ せなければなら ない事項の正誤について、 正し い組合せはど れ

か。  

 

ａ  当該医薬品を 使用し よ う と する 者の他の薬局開設者等から の当該医薬品及び当該医薬

品以外の濫用等のおそれのある 医薬品の購入等の状況 

ｂ  当該医薬品を 購入し よ う と する 者が若年者である 場合にあっては、 当該者の氏名及び

年齢 

ｃ  当該医薬品を 購入し よ う と する 者が、 適正な使用のために必要と 認めら れる 数量を超

えて当該医薬品を 購入し よ う と する 場合は、 その理由 

ｄ  当該医薬品を購入し よ う と する 者の住所 

 

  ａ  ｂ  ｃ  ｄ  

１  誤 誤 誤 誤 

２  誤 誤 正 正 

３  正 正 誤 誤 

４  正 誤 正 正 

５  正 正 正 誤 
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問５ ６  

次の成分（ その水和物及びそれら の塩類を含む。）を有効成分と し て含有する 製剤のう ち、

濫用等のおそれのある も のと し て厚生労働大臣が指定する 医薬品（ 平成２ ６ 年厚生労働省

告示第２ ５ ２ 号） に該当する も のの正誤について、 正し い組合せはど れか。  

 

ａ  エフ ェ ド リ ン 

ｂ  ケト プロ フ ェ ン 

ｃ  ノ ス カピ ン 

ｄ  イ ブプロ フ ェ ン 

 

  ａ  ｂ  ｃ  ｄ  

１  誤 正 正 誤 

２  正 正 誤 正 

３  正 誤 正 誤 

４  正 誤 誤 誤 

５  誤 誤 正 正 

 

 

問５ ７  

医薬品の広告に関する 次の記述の正誤について、 正し い組合せはど れか。   

 

ａ  医薬品の製造販売業者に限っては、 承認前の医薬品の名称に関する 広告を 行う こ と が

でき る 。  

ｂ  医薬品の効能、 効果又は性能について、 医師その他の者がこ れを 保証し たも のと 誤解

さ れる おそれがある 記事を広告し てはなら ない。  

ｃ  厚生労働大臣が医薬品の名称、 製造方法、 効能、 効果又は性能に関する 虚偽・ 誇大な

広告を 行っ た者に対し て、 課徴金を 納付さ せる 命令を 行う 課徴金制度がある 。  

ｄ  漢方処方製剤の効能効果は、 配合さ れている 個々の生薬成分が相互に作用し ている た

め、 それら の構成生薬の作用を個別に挙げて説明する こ と が望ま し い。  

 

  ａ  ｂ  ｃ  ｄ  

１  正 誤 誤 誤 

２  正 正 誤 誤 

３  正 誤 正 正 

４  誤 正 誤 正 

５  誤 正 正 誤 
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問５ ８  

医薬品の販売方法等に関する 次の記述の正誤について、 正し い組合せはど れか。  

 

ａ  医薬品を 多量に購入する 者に対し ても 、 プラ イ バシーに配慮し 、 積極的に事情を 尋ね

る こ と は避ける べき である 。  

ｂ  医薬品を 懸賞や景品と し て授与する こ と は、 原則と し て認めら れていない。  

ｃ  配置販売業において、 医薬品を 先用後利によ ら ず現金売り を行う こ と は、 顧客の求め

に応じ たも のであれば医薬品医療機器等法違反には当たら ない。  

ｄ  組み合わせ販売においては、 個々の医薬品等の外箱等に記載さ れた医薬品医療機器等

法に基づく 記載事項が、 組み合わせ販売のため使用さ れる 容器の外から 見えない状態で

も 販売する こ と が認めら れる 。  

 

  ａ  ｂ  ｃ  ｄ  

１  正 正 正 誤 

２  誤 正 誤 誤 

３  正 誤 誤 正 

４  誤 正 誤 正 

５  誤 誤 正 正 

 

 

問５ ９  

医薬品医療機器等法に基づく 行政庁によ る 監視指導及び処分に関する 次の記述のう ち、

正し いも のの組合せはど れか。  

 

ａ  厚生労働大臣、 都道府県知事、 保健所を 設置する 市の市長及び特別区の区長は、 その

職員のう ちから 薬事監視員を 命じ 、 監視指導を 行わせている 。  

ｂ  薬局開設者や医薬品の販売業者が、 薬事監視員によ る 立入検査や収去を拒んだり 、 妨

げたり 、 忌避し た場合については、 罰則の規定が設けら れている 。  

ｃ  厚生労働大臣は、 薬局開設者又は医薬品の販売業者に対し て、 一般用医薬品の販売等

を 行う ための業務体制が基準（ 体制省令） に適合し なく なっ た場合において、 その業務

体制の整備を 命ずる こ と ができ る 。  

ｄ  都道府県知事は、 配置販売業者に対し て、 その構造設備が基準に適合せず、 又はその

構造設備によ っ て不良医薬品を生じ る おそれがある 場合においては、 その構造設備の改

善を命ずる こ と ができ る 。  

 

１ （ ａ 、 ｂ ）  ２ （ ａ 、 ｃ ）  ３ （ ａ 、 ｄ ）  ４ （ ｂ 、 ｃ ）  ５ （ ｃ 、 ｄ ）  
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問６ ０  

一般の生活者から の医薬品の苦情及び相談に関する 次の記述の正誤について、 正し い組

合せはど れか。  

 

ａ  生活者から の苦情等は、 消費者団体等の民間団体にも 寄せら れる こ と がある が、 こ れ

ら の団体では生活者へのアド バイ ス は行ってはなら ないと さ れている 。  

ｂ  消費者団体等の民間団体では、必要に応じ て行政庁への通報や問題提起を行っている 。 

ｃ  独立行政法人国民生活センタ ーは、 寄せら れた苦情等の内容から 、 薬事に関する 法令

への違反、 不遵守につながる 情報が見出さ れた場合には、 医薬品医療機器等法に基づき

立入検査によ って事実関係を 確認のう え、 必要な指導、 処分等を 行っ ている 。  

ｄ  医薬品の販売関係の業界団体・ 職能団体においては、 一般用医薬品の販売等に関する

相談を 受けつける 窓口を、 行政庁の許可を受ける こ と なく 設置し てはなら ないと さ れて

いる 。  

 

  ａ  ｂ  ｃ  ｄ  

１  正 誤 誤 正 

２  正 正 正 誤 

３  誤 正 誤 誤 

４  正 誤 正 正 

５  誤 誤 正 誤 

 
 

 


